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昨
年
12
月
の
総
選
挙
で
、
Ｔ
Ｐ
Ｐ
絶

対
阻
止
と
公
約
し
た
地
元
の
自
民
党
代

議
士
。
し
か
し
、
安
倍
首
相
と
オ
バ
マ

大
統
領
の
会
談
を
皮
切
り
に
、
政
府
は

つ
い
に
Ｔ
Ｐ
Ｐ
の
交
渉
入
り
を
決
め
ま

し
た
。
し
か
も
、
安
倍
・
オ
バ
マ
会
談

で
合
意
し
た
と
い
う
乳
製
品
な
ど
の
５

品
目
の
聖
域
扱
い
は
白
紙
に
し
て
、
対

米
自
動
車
輸
出
関
税
は
維
持
、
「
か
ん

ぽ
」
の
ガ
ン
保
険
の
発
売
も
中
止
。
な

ん
で
も
か
ん
で
も
ア
メ
リ
カ
の
要
求
を

丸
の
み
で
す
。
Ｂ
Ｓ
Ｅ
の
規
制
や
遺
伝

子
組
み
換
え
食
品
の
表
示
、
残
留
農
薬

な
ど
に
つ
い
て
も
さ
ら
に
協
議
し
て
い

く
と
さ
れ
ま
し
た
。
ま
さ
に
公
約
違
反

の
オ
ン
パ
レ
ー
ド
で
す
。

　
政
府
が
交
渉
入
り

を
表
明
し
て
も
、
道

民
の
Ｔ
Ｐ
Ｐ
反
対
の

声
は
変
わ
っ
て
い
ま

せ
ん
。(

Ｔ
Ｐ
Ｐ
に

反
対
60
％
、
十
勝
毎

日
新
聞
４
月
30
日

付)

北
海
道
も
「
道

民
の
合
意
の
な
い
ま
ま
で
の
Ｔ
Ｐ
Ｐ
参
加

に
は
反
対
」
と
い
う
立
場
で
す
。

　
５
月
８
日
の
参
議
院
予
算
委
員
会
で
、

紙
智
子
参
議
院
議
員
は
、
「
主
権
を
放
棄

し
、
国
の
形
を
変
え
る
日
米
交
渉
は
直
ち

に
や
め
、
Ｔ
Ｐ
Ｐ
交
渉
参
加
か
ら
撤
退
す

る
こ
と
こ
そ
日
本
の
国
益
を
守
る
こ
と

だ
」
と
、
安
倍
首
相
を
追
及
し
ま
し
た
。

　
ア
メ
リ
カ
の
要
求
を
丸
の
み
す
る
安
倍

政
権
に
は
、
乳
製
品
の
聖
域
扱
い
は
期
待

で
き
ま
せ
ん
。
農
業
所
得
を
10
年
で
倍
増

す
る
と
言
い
ま
す
が
、
中
身
は
大
企
業
の

の
参
入
拡
大
で
、
家
族
経
営
の
農
家
を
淘

汰
し
て
い
く
こ
と
が
狙
い
で
す
。

　
Ｔ
Ｐ
Ｐ
交
渉
参
加
撤
回
、
Ｔ
Ｐ
Ｐ
参
加

阻
止
以
外
に
北
海
道
を
守
る
道
は
あ
り
ま

せ
ん
。

■
Ｔ
Ｐ
Ｐ
を
先
取
り
し
て
、
Ｂ
Ｓ
Ｅ
の
検
査
対

象
月
齢
の
緩
和
と
、
全
頭
検
査
の
撤
廃
が
進
め

ら
れ
て
い
ま
す
。

■
医
療
で
は
、
国
民
皆
保
険
制
度
が
崩
さ
れ
、

ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
医
薬
品
を
中
心
に
、
医
療
費
が

大
幅
に
引
き
上
げ
ら
れ
ま
す
。

■
公
共
事
業
も
外
国

に
開
放
さ
れ
ま
す
。

地
元
業
者
の
仕
事
が

減
り
、
公
共
事
業
費

の
底
な
し
の
下
落
が

待
っ
て
い
ま
す
。
そ

こ
で
働
く
人
の
賃
金

も
・
・
・
。

右
か
ら
紙
智
子
、
井
上
さ
と
し
、
小
池
あ

き
ら
、
山
下
よ
し
き
、
仁
比
そ
う
へ
い

(

共
産
党
参
院
比
例
区
予
定
候
補)

党
道
国
政
相
談
室
長

森
　
つ
ね
と
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